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   We clinically examined 445 patients with positive urine occult blood test found by mass screen-
ing examination. Among them, 41 cases had the history of macrosoopic hematuria. Urological 
abnormalities were observed in 169  (41.8%) of the patients with microscopic hematuria, and 
in 22 (53.7%) of those with a history of macroscopic hematuria. Genitourinary neoplasms were 
found less frequently in the patients with microscopic hematuria (1.2%) than in those with 
macroscopic hematuria (22%). We couldn't find a correlation between the degree of hematuria 
and the severity of the underlying diseases. Hematuria is ofen thought to appear intermittently, 
and urinalyses of the patients with so-called significant disease may not be found at the first 
visit. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 647-651, 1992) 
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　　　　　　　　緒　　　　　言
　 集団検診は職場,学 校,地 方自治体などで広 く施行
されており,その検査の一部である検尿に潜血を指摘
































































































































































西川,ほ か:集 団検診 ・顕微鏡的血尿 649
Table3.肉眼的血尿の既往のない症例の疾患 と血尿の程度

















































































































(Table1,2).このことは,集 団検診 で発 見された
無症候性血尿でも過去に肉眼的血尿の存在した症例が
650 泌尿紀要38巻6号1992年
Table5.高有 意 義 疾患 の症 例
肉眼的血尿の既往のない症例
Table6.検査 の有 所 見 率
肉眼的直尿の既往のない症例





















































































少 な か らず 存 在 し,ま た,そ れ らの症 例 の 中 に 尿路 腫
瘍 が 高 頻度 で存 在 す る こ とを 示 唆 した.
無 症 候性 顕 微 鏡 的 血 尿症 例 に お い て尿 路 腫瘍 が 発見
され る頻 度 は,Carsonら2)の12.5%,Golinら3)の
9.8%,森田 ら't)の3.8%,壽美 ら5)の3.4%,村上 ら1)
の2.3%,Thompsonら6)と座間7)の1%,Mohr
ら8)と服 部 ら9)の0.6%と施設 に よ って ば らつ きが あ
るが,私 達 の症 例 で は1.2%で あ った.こ のば らつ き
は 人 種 差,年 齢構 成,環 境 な どに よ る もの と考 え られ
る.特 に,Froomら10)による と若 年 の 無症 候 性 顕 微
鏡的 血 尿 症 例 に おけ る尿 路 腫瘍 の発 見 頻 度 は0.1%で
あ った と報 告 して い るが,Messingら11)は50歳以 上
の男 性 の22%に 尿路 腫 瘍 が存 在 した と報告 して お り,
高齢 にな るほ ど尿路 腫 瘍 が 出現 し,そ れ が 発見 され る
頻 度 が高 い と考 え られ る.私 達 の尿 路 腫 瘍 症例 もす べ
て50歳以 上 で あ った.
血 尿 の程 度 と疾 患 の関 係に つ い て はCarsonら2).
Golinら3),Mohrら8),MessingらID,諄美 ら5),座
間 らη が 明 らか な関 係 は なか った と報告 して お り,私
達 の症 例 に おい て も同様 で あ った.ま た,膀 胱 腫 瘍 を
含む 尿路 腫 瘍 の 」nL尿も間 欠 的 に 出 耳け る こ と もあ り,
頻 回 の 尿検 査 を 施 行 した方 が よい とMessingら1Dは
述 べ て い る.
検 査 につ いて 調 べ てみ る と,尿 細 胞 診 の有 所 見 率 は
低 く,0か ら5%と 報告 され て い る.し か,gradeの
高 い 尿路 腫 瘍 の 指標 とな るの で40歳以上 の症 例 に は必
ず 施 行す べ きで あ る.膀 胱 鏡は 痛 み を 伴 う検査 で あ る

















は,尿 細胞診,膀 胱鏡,腹部超音波検査IVPを 全
症例に施行する必要があると思われる.一方,肉 眼的
血尿の既往のない40歳未満の症例は膀胱鏡は必ず しも
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